
 

 

 

 

 
 みなさん、お久しぶりです。元気に過ごしていますか。日本では例年にはなく暑い日々が続いたと聞いてい
ます。こちらは、南半球になるので、季節が日本とは反対になります。なので、７、８月はとても寒い日々を
過ごしていました。２学期は体育大会、音楽会など多くの行事が待っていますね。何事にも楽しむことを忘れ
ないでくださいね。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナミビア通信 
～のんびり(Nombili)～ 

 

  青年海外協力隊 
岩塚善哉  

 1st. Sep. 2018 No.1 

ナミビア通信について（About Namibian letter） 

青年海外協力隊の目的は開発途上国の支援だけではな

く日本人にも伝え、知ってもらうことも大切な役割の一つです。

２、３年生は昨年度、総合の時間に JICA 中部に訪問し元協

力隊員のお話を聴いたり、開発途上国について調べたりしまし

たね。この「ナミビア通信」を通して、異文化について少しでも

触れてもらえばと思います。 

通信には「のんびり(Nombili)」と書きました。私が活動している

地域の現地語の挨拶で「平穏な」「穏やかな」という意味で

す。日本語の意味まで似ていて驚きました。みんなものんびりと

穏やかに過ごしてほしい、そして世界が平穏であってほしいと願

い、このタイトルにしました。 

ナミビアについて（About Namibia） 

人口：約 230 万人（ほぼ名古屋市と同じ） 

首都：ウィントフック 

時差：７時間（遅い） 

国旗の意味： 

青・・・空、海、雨  黄・・・太陽、鉱山資源 
とげの数：部族の数  白・・・平和と統一       
赤・・・独立戦争で流された血 

ウィンドフック（首都）について（About capital city） 

想像するアフリカとは全く違うものでした。ファストフード、レストラ

ンなどが建ち並び、大きなショッピングモールでもあり、日本と変わ

らないような生活ができました。しかし、少数の豊かな層と多数の

層に二極化し、貧困の人々が多くいるのも現実としてあります。 

何をしている？(What do I do?) 

青年海外協力隊は、JICA（国際協力機構）から派

遣され、開発途上国の人々のために支援や交流をし

て、日本と世界の架け橋を担うというものです。学生

時代に短期でボランティアをしたことがきっかけで、長

年の夢でもありました。私は、４月から６月までは日本

の福島県で、言語や安全に関わる訓練を受け、その

後ナミビアに出発しました。到着後、首都で１か月過

ごし、現在、任地の Okahao というところにいます。 

日本の学校、教育について紹介したり、現地の先

生方と一緒に、ナミビアの教育がどうしたら良くなるか

を考えたりしています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
日本の車種トヨタ、ホンダな

どの中古車が多く販売され、た
くさん走行しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
首都で研修があり、近くの学

校で授業を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
モパネワームという蛾の幼虫を

を炒めて食べます。 

※ もしも何か知りたいことがあれば、先生に言ってください。答えられる範囲で次回お伝えしたいと思います。 


